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本
町
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
状

況
は
、
急
速
な
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、

年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、
自
営

業
者
や
年
金
生
活
者
な
ど
被
用
者
保
険
の

適
用
の
な
い
方
が
加
入
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
比
較
的
高
齢
の
加
入
者
が
多
く
、
年

齢
と
と
も
に
高
額
に
な
る
医
療
費
と
相

ま
っ
て
、
医
療
費
の
増
加
が
顕
著
に
表
れ

て
い
ま
す
。

毎
年
約
１
億
円
ず
つ
医
療
費
が
増
加

　

直
近
３
年
間
（
平
成
17
〜
19
年
度
）
の

被
保
険
者
数
（
一
般
被
保
険
者
と
退
職
被

保
険
者
）
を
見
る
と
、
約
５
、２
０
０
人

と
横
ば
い
の
ま
ま
で
す
が
、
保
険
給
付
費

（
療
養
給
付
費
、
療
養
費
、
高
額
療
養
費

の
合
計
）
は
年
々
約
１
億
円
ず
つ
増
加
し

て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

平
成
19
年
度
に
限
る
と
、
被
保
険
者
一

人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
３
５
７
、３
４
３

円
で
、
県
平
均
の
３
１
２
、４
３
４
円
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

「
保
険
給
付
費
」
が
歳
出
総
額
に
占

め
る
割
合
は
、
約
68
％

　

こ
の
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
一
般
会

計
と
は
区
分
し
て
特
別
会
計
で
経
理
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
の
歳
出
総
額
は
、
23

億
２
４
０
万
７
、１
５
３
円
。
保
険
給
付

費
は
約
68
％
、
老
人
保
健
拠
出
金
（
老
人

保
健
法
に
よ
り
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
に
拠
出
す
る
医
療
費
拠
出
金
と
事
務

費
拠
出
金
）
は
約
15
％
、
両
方
合
わ
せ
て

全
体
の
約
83
％
を
占
め
て
い
ま
す
。（
図

2
）

　

今
年
度
か
ら
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

と
し
て
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

が
法
律
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
、
さ
ら
な

る
財
源
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

歳
入
は
、
国
保
税
と
国
や
県
の
か

ら
の
支
出
金
な
ど
に
依
存

　

平
成
19
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
24

億
４
、０
５
１
万
４
、１
３
５
円
。
そ
の
う

ち
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）

は
、
全
体
の
約
23
％
に
当
た
り
ま
す
。
国

や
県
か
ら
の
支
出
金
、
療
養
給
付
費
交
付

金
（
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら

交
付
さ
れ
る
お
金
）、
共
同
事
業
交
付
金

（
県
国
保
連
合
会
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
）

を
合
わ
せ
た
金
額
は
全
体
の
約
66
％
に
な

り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
（
所
要
の

地
方
財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
町
の
負
担

は
な
し
。）
は
全
体
の
約
６
％
を
占
め
て
い

ま
す
。（
図
3
）

　

こ
の
よ
う
に
、
収
入
の
大
部
分
は
、
国

保
税
と
外
部
か
ら
の
資
金
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
の
健
康
管
理
で
、
病
気
や

け
が
の
予
防
を

　

病
気
や
け
が
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
の
健
康
管
理
が
大
切
で
す
。
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
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国
民
健
康
保
険
事
業 

厳
し
さ
を
増
す
台
所
事
情 

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費 

　
　
　
県
平
均
を
大
幅
に
上
回
り
約
36
万
円
に 
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症
候
群
）
に
よ
る
肥
満
は
、
心
筋
梗
塞
や

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
原
因
と
さ
れ
、
町
で

は
、
健
康
維
持
、
医
療
費
抑
制
の
た
め
の

重
点
施
策
と
し
て
、
今
年
の
４
月
か
ら
特

定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
皆
さ
ま
の
健
康
管
理
を
推

進
す
る
た
め
、
各
種
健
康
相
談
や
健
康
教

室
な
ど
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
（
薀

０
８
７
７
・
７
３
・
０
１
２
６
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
抑
制
と
国
保
税
の
納
付

に
ご
協
力
を

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
福
祉
保
険
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
２
４

減
ら
そ
う
レ
ジ
袋
、

　
　
　

持
と
う
マ
イ
バ
ッ
グ

〜
買
い
物
で
エ
コ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜

　

地
球
温
暖
化

な
ど
の
環
境
問

題
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
私

た
ち
一
人
一
人

が
、
毎
日
の
買

い
物
を
環
境
の
視
点
か
ら
見
直
す
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、
国
内
で
年
間
約
３
０
５
億
枚

も
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
レ

ジ
袋
。
私
た
ち
が
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し

て
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
こ
と
は
、
ご
み

の
減
量
や
石
油
資
源
の
節
約
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
よ
り
多
く
の
人
が
環
境
問

題
を
考
え
、
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
を

す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
10
月
１
日
か

ら
31
日
ま
で
県
内
全
域
で
「
買
い
物
で
エ

コ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp://w

w
w
.g
reen

con
su
m
er-

kagaw
a.org/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
も
、
家
族

そ
ろ
っ
て
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
か
が
わ
事
務
局
（
香
川
県
総
務
部
県

民
活
動
・
男
女
共
同
参
画
課
内
）

　

薀
０
８
７
（
８
３
２
）
３
１
７
６

10
月
１
日
〜
31
日

商
品
券
を
ご
購
入
の
方
に

　
　
　
　
　

特
典
あ
り
ま
す

　

ま
ん
の
う
町
商
工
会
で
は
、
ま
ん
の
う

町
商
品
券
の
販
売
促
進
を
す
る
た
め
、
ま

ん
の
う
町
商
品
券
を
期
間
中
に
ご
購
入
い

た
だ
く
と
、
１
万
円
ご
と
に
５
０
０
円
の

商
品
券
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
贈
答
品
と
し
て
ま
ん
の
う
町
商

品
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
商
品
券
を
取

り
扱
っ
て
い
る
場
所
は
、「
ま
ん
の
う
町

商
品
券
指
定
店
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
っ

て
い
る
事
業
所
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
商
工
会

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
３
７
１
１

商
品
券
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す

　

ま
ん
の
う
町
商
品

券
の
有
効
期
限
は
、

条
例
の
定
め
に
よ
り

発
行
の
日
か
ら
１
年

で
す
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ

た
も
の
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

商
品
券
に
記
載
し
て
い
る「
有
効
期
限
」

を
ご
確
認
の
上
、
期
限
が
迫
っ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

飼
い
犬
の
ふ
ん
は
、

　

必
ず
持
ち
帰
る
習
慣
を
！

　

犬
の
ふ
ん
は
、
町
の
美
観
を
損
ね
る
ば

か
り
か
、
人
間
関
係
を
悪
く
し
た
り
病
気

を
運
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

も
し
排
泄
物
の
中
に
寄
生
虫
の
卵
が
あ

る
と
、
そ
の
土
壌
は
汚
染
さ
れ
二
次
感
染

を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
、
飼
い
主

の
マ
ナ
ー
が
大

き
く
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

3
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加
入
す
る
前
は
、
被
用
者
保
険
（
市

町
国
民
健
康
保
険
、
国
民
健
康
保
険
組
合

を
除
く
、
政
府
管
掌
健
康
保
険
、
組
合
管

掌
健
康
保
険
、
船
員
保
険
、
共
済
組
合
な

ど
の
こ
と
。）
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
の
で

す
が
、
保
険
料
は
い
つ
納
め
れ
ば
い
い
の

で
す
か
？

　
　

保
険
料
の
納
め
方
に
は
、
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
と
普
通
徴
収
（
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
方
は
、
10
月
の
年
金
支
給

分
か
ら
天
引
き
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
７
月
10
日
付
け
で
お
送
り

し
た
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

普
通
徴
収
の
方
は
、
10
月
上
旬
に
お
送

り
す
る
納
付
書
（
手
続
き
を
す
れ
ば
、
口

座
振
替
可
能
。）
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
最

初
の
納
期
限
は
10
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料

額
は
、
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
方
と
も

年
額
２
、３
０
０
円
で
す
。

　
　

私
は
75
歳
以
上
な
の
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
（
国

保
税
）
の
両
方
の
通
知
書
が
届
い
て
い
る

の
で
す
が
。

　
　

世
帯
の
中
に
国
保
に
加
入
し
て
い
る

方
が
い
ま
せ
ん
か
。
今
回
の
よ
う
に
国
保

税
の
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
た
の
は
、
国

保
税
の
制
度
上
、
納
税
義
務
者
は
世
帯
主

と
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

た
と
え
世
帯
主
が
他
の
保
険
（
今
回
の

場
合
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
）
に
加
入

し
て
い
て
も
、
世
帯
主
で
あ
る
限
り
国
保

税
の
通
知
書
も
届
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　

す
で
に
他
の
税
金
な
ど
で
口
座
振
替

に
し
て
い
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
に
つ
い
て
は
納
付
書
で
納
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
方

法
と
し
て
、
町
の
方
に
口
座
振
替
の
登
録

が
で
き
て
い
な
い
た
め
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、町
指
定
の

金
融
機
関
の
窓
口
に「
預
貯
金
口
座
振
替
依

頼
書
」
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。こ
の
際
に
、

通
帳
の
届
け
出
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　

今
ま
で
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
口
座
振
替
に
し
た

方
が
所
得
税
や
住
民
税
の
負
担
が
軽
く
な

る
と
聞
い
た
の
で
す
が
。

　
　

確
か
に
保
険
料
を
世
帯
主
ま
た
は
配

偶
者
の
口
座
か
ら
振
替
し
た
場
合
、
世
帯

全
体
の
税
負
担
が
軽
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者

の
所
得
か
ら
、
納
め
た
保
険
料
全
額
を
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
引
け
る
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
軽
く
な
る
か
ど
う
か

は
、
あ
く
ま
で
本
人
と
世
帯
員
の
所
得
や

社
会
保
険
料
を
含
む
各
種
所
得
控
除
の
状

況
を
総
合
的
に
判
断
し
て
分
か
る
も
の
な

の
で
、
年
末
調
整
や
申
告
時
に
な
る
ま
で

は
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
分
か
り
ま
せ

ん
。（
左
図
参
照
）

　

一
方
、
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
て
い
る
方
が
本
人
の
口
座
か
ら
振
替
し

て
も
、
結
局
は
本
人
が
支
払
っ
た
こ
と
に

な
る
の
で
、
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

今
回
の
特
別
対
策
（
詳
細
は
広
報
８

月
号
２
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
よ
っ
て
保
険
料

が
減
額
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
今
ま
で
特

別
徴
収
で
あ
っ
た
私
の
今
後
の
納
め
方
は

ど
う
な
り
ま
す
か
？

　
　

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
８
月
12
日
付

け
で
お
送
り
し
た
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た

と
お
り
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り

ま
す
の
で
、
再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

来
年
度
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
10

月
か
ら
特
別
徴
収
に
戻
り
、
そ
れ
ま
で
は

普
通
徴
収
に
な
る
予
定
で
す
。

4

よ
く
寄
せ
ら
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
の

ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

ま
ん
の
う
町
税
務
課　
　
　
　
　
　
　

薀
０
８
７
７（
７
３
）０
１
０
４

【
問
い
合
わ
せ
先
】
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

薀
０
８
７（
８
１
１
）１
８
６
６

後期高齢者医療保険料 一問一答

口座振替にしたら 
世帯全体の税負担は 
どうなるの？ 

（今まで年金から天引きされている場合） 

口座名義人 
世帯主または 
配偶者 

被保険者 
本人 

軽くなること 
がある。ただ 
し、実際は、 
本人と世帯員 
の所得や社会 
保険料を含む 
各種所得控除 
の状況による 
ので一概には 
言えない。 

要　　　件 
被保険者本人 
の年金収入額 
が 180 万円未 
満。 

被保険者 
本人が直 
近2年間、 
国保税の 
滞納がな 
い。 

社会保険料 
控除の適用 
者 

振替した口座 
名義人 

被保険者 
本人 

税　負　担 影響なし。 

答 問問

答問答

答 問

答 問



入
院
時
の
食
事
代
が
安
く
な
り
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
申
請
を
す
る

と
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
へ
提
示
す
る

と
入
院
時
の
一
食
当
た
り
の
食
事
代
が
左

図
の
よ
う
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
本
人
が
入
院
中
の
場
合
は
、
家

族
な
ど
の
代
理
人
に
よ
る
申
請
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

（
低
所
得
者
蠢
）

　

世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
そ

の
世
帯
員
の
各
所
得
が
必
要
経
費
や
控
除

（
年
金
の
所
得
は
控
除
額
を
80
万
円
と
し

て
計
算
。）
を
差
し
引
い
た
と
き
に
０
円

と
な
る
方

（
低
所
得
者
蠡
）

　

世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
方

■
申
請
時
に
必
要
な
物

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者
証

・
認
め
印

・ 

入
院
日
数
を
証
明
す
る
物
（
領
収
書
・

低
所
得
者
Ⅱ
に
該
当
す
る
方
で
、
過
去

１
年
の
合
計
入
院
日
数
が
90
日
を
超
え

る
場
合
の
み
）

■
申
請
受
付
期
間
／
随
時
受
付
可
能
。

■
申
請
受
付
場
所

　

福
祉
保
険
課
、
仲
南
支
所
、
琴
南
支
所
、

美
合
出
張
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
福
祉
保
険
課

　

薀
（
７
３
）
０
１
２
４

恩
給
欠
格
者
・
戦
後
強
制
抑
留
者
・

引
揚
者
の
皆
さ
ま
へ

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
い
ま

だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
、
戦

後
強
制
抑
留
者
、引
揚
者
の「
ご
本
人
」に
、

『
特
別
慰
労
品
』
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
（
ご

遺
族
の
方
は
対
象
外
）。「
引
揚
者
」
は
、

戦
後
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
外
地

で
生
活
し
て
い
て
戦
後
引
き
揚
げ
て
き
た

家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

　

請
求
書
な
ど
は
、
ま
ん
の
う
町
役
場
福

祉
保
険
課
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
請
求
期

限
は
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

未
請
求
の
方
は
、
早
急
に
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

薔
０
１
２
０
（
２
３
４
）
９
３
３

　

※ 

月
〜
金
、
午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５

時
15
分
、
土
日
・
祝
日
は
休
み
。

寝
具
類
の
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　

日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
寝
具
類
を
洗

濯
・
乾
燥
・
消
毒
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

清
潔
で
快
適
な
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

■
利
用
対
象
者

　

ま
ん
の
う
町
に
住
所
を
有
す
る
次
に
掲

げ
る
方
と
世
帯
で
す
。
な
お
、
今
年
の
６

月
に
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
た
方
で

も
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
入
院
や
入
所
さ

れ
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

① 

お
お
む
ね
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方

② 

70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
と
こ

れ
に
準
ず
る
世
帯

③ 
重
度
身
体
障
害
者
の
方
（
１
、２
級
該

当
で
寝
た
き
り
の
方
）

④ 

心
身
の
障
害
な
ど
の
理
由
に
よ
り
寝
具

類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方

■
対
象
製
品

　

掛
け
布
団
、敷
き
布
団
、毛
布
、枕
、マ
ッ

ト
レ
ス
（
対
象
は
３
点
、
同
種
の
物
が
複

数
で
も
可
。）

　

※ 

「
め
ん
綿
、羊
毛
、羽
毛
、合
繊
わ
た
」

の
い
ず
れ
も
洗
濯
で
き
ま
す
が
、「
真

わ
た
」
製
品
は
洗
濯
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
利
用
料
金

　

１
回
に
つ
き
３
０
０
円

　

※
ご
利
用
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

■
利
用
方
法

　

洗
濯
サ
ー
ビ
ス
を
ご
希
望
の
方
は
、
申

請
書
（
健
康
増
進
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
室
、
仲
南
支
所
、
琴
南
支
所
、
美
合

出
張
所
の
各
窓
口
に
あ
り
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
各
地
区
担
当
の

民
生
委
員
の
意
見
も
添
え
て
受
付
窓
口
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

申
請
を
受
け
付
け
た
翌
月
に
、
洗
濯
業

者
が
寝
具
類
を
回
収
し
、
洗
濯
後
、
ご
自

宅
へ
配
達
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

10
月
１
日
（
水
）
〜
31
日
（
金
）

■
受
付
場
所

　

健
康
増
進
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

室
、
仲
南
支
所
、
琴
南
支
所
、
美
合
出
張

所【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
健
康
増
進
課　

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
室　

薀
（
７
３
）
０
１
２
５

5

限度額適用・標準負担額減額認定証・特別慰労品の贈呈・寝具類の洗濯サービス

一般病床へ入院の場合 

認定証を 
提示すると 

区　　　分 食事代 

区　　　分 食事代 

一般の被保険者 260円 

210円 

160円 

100円 

低
所
得
者
� 

過去1年の合計入院日数 
が90日以内の場合 

過去1年の合計入院日数 
が90日を越える場合 

低所得者� 



「
付
加
年
金
制
度
」
っ
て
何
？

　

平
成
20
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
は
、
40
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の

満
額
で
79
万
２
、１
０
０
円
で
す
が
、
老

後
に
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た
い
と
考

え
て
い
る
方
の
た
め
に
、「
付
加
年
金
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料（
平

成
20
年
度
は
１
万
４
、４
１
０
円
）
に
付

加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
付
す
る
と
、

付
加
年
金
が
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ

れ
て
支
給
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

掛
け
金
は
全
額
、
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に

　

将
来
の
生
活
設
計
に
合
わ
せ
て
上
乗
せ

の
年
金
を
考
え
て
い
る
第
１
号
被
保
険
者

の
方
の
た
め
に
は
、
付
加
年
金
の
ほ
か
に

も
、公
的
な
年
金
で
あ
る
国
民
年
金
基
金
、

農
業
者
が
加
入
で
き
る
農
業
者
年
金
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
上
乗
せ
制
度
の
保
険
料
は
、
国

民
年
金
保
険
料
と
同
じ
く
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

掛
け
金
は
１
カ
月
４
０
０
円

　

付
加
保
険
料
を
納
付
で
き
る
の
は
、
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
ま
た
は
任
意

加
入
被
保
険
者
の
方
で
す
。

　

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
を
受

け
て
い
る
方
や
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
、
農
業
者
年
金

の
加
入
者
の
方
は
、
必
ず
付
加
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

実
際
の
支
給
額
は
い
く
ら
？

　

65
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

場
合
の
年
金
額
は
、付
加
保
険
料
納
付
月
数

に
２
０
０
円
を
掛
け
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
保
険
料
月
額
４
０
０
円
に
対

し
て
年
金
額
は
２
０
０
円
な
の
で
、
１
年

間
付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
、
65
歳

か
ら
年
金
を
受
け
る
と
し
て
、
２
年
間
で

付
加
保
険
料
相
当
分
の
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
権
を
得
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
65
歳
よ
り
前

に
繰
り
上
げ
受
給
ま
た
は
66
歳
よ
り
後
に

繰
り
下
げ
受
給
す
る
場
合
に
は
、
付
加
年

金
額
も
老
齢
基
礎
年
金
の
減
額
率
・
増
額

率
に
応
じ
て
減
額
・
増
額
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
社
会
保
険
事
務
局
善
通
寺
事
務
所

国
民
年
金
課

　

薀
０
８
７
７
（
６
２
）
１
６
６
０

「
介
護
者
の
集
い
」
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

　

日
ご
ろ
ご
家
庭
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ま
、
少
し
の
間
介
護
か
ら
離
れ
て
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

■ 

対
象
者
／
ご
家
庭
で
家
族
の
介
護
を

行
っ
て
い
る
方

■
と
き
／
11
月
26
日
（
水
）、
27
日
（
木
）

■ 

場
所
／
愛
媛
県　

内
子
・
大
島
方
面（
内

子
座
、石
手
寺
、大
島
温
泉
、亀
老
山
ほ
か
）

■
募
集
定
員
／
35
人

■
参
加
費
／
２
、５
０
０
円
（
当
日
集
金
）

■
申
込
期
間
／
10
月
１
日
〜
31
日

【
申
し
込
み
先
／
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
健
康
増
進
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
室

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
２
５

満
濃
荘　

老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

薀
０
８
７
７
（
７
９
）
３
３
２
６

仲
南
荘　

老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

薀
０
８
７
７
（
７
７
）
２
３
２
３

契
約
・
遺
言
は
公
正
証
書
で

　

公
証
役
場
を
ご
存
じ
で
す
か
。
公
証
役

場
で
は
、
当
事
者
の
依
頼
に
よ
り
遺
言
書

を
作
成
す
る
ほ
か
、
法
律
行
為
に
関
し
て
、

確
実
な
証
拠
を
残
し
、
争
い
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
、
金
銭
の
貸
借
、
離
婚
に

伴
う
養
育
費
な
ど
の
支
払
い
な
ど
各
種
の

契
約
書（
公
正
証
書
）を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

遺
言
書
を
公
正
証
書
で
作
成
し
て
お
く

と
、
遺
言
者
の
意
思
を
確
実
に
保
存
し
て

お
く
こ
と
が
で
き
る
上
、
相
続
や
遺
贈
の

手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
金

銭
の
支
払
い
を
約
束
し
た
公
正
証
書
は
、

裁
判
を
す
る
こ
と
な
く
差
し
押
さ
え
の
手

続
き
を
執
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
柄
に
関
し
て
、
ぜ
ひ
公
正

証
書
を
作
成
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

証
書
作
成
手
続
き
に
つ
い
て
の
相
談
は

一
切
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
松
公
証
役
場
（
高
松
市
番
町
一
丁
目
７

番
11
号　

五
番
町
ビ
ル
6
階
）

　

薀
０
８
７
（
８
５
１
）
９
８
７
０

丸
亀
公
証
役
場
（
丸
亀
市
塩
飽
町
７
番
地

２　

県
信
ビ
ル
5
階
）

　

薀
０
８
７
７
（
２
３
）
４
７
３
４

6

老
後
に
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に

「
付
加
年
金
制
度
」
が
あ
り
ま
す

付加年金制度・介護者の集い・公証役場



　
「
耳
を
澄
ま
せ
ば
聞
こ
え
る
小
鳥
の
さ

え
ず
り
」「
裏
の
畑
で
育
て
る
無
農
薬
野

菜
」「
お
い
し
い
空
気
」「
空
一
面
に
広
が

る
星
」。

　

わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
だ

と
思
え
る
こ
の
よ
う
な
生
活
環
境
。
こ
う

い
う
と
こ
ろ
で
住
め
る
家
を
、
都
市
部
に

住
む
人
々
は
今
、
求
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
本
町
は
、
山
間
部
を
中
心
に
高

齢
化
が
進
み
、
誰
も
住
ん
で
い
な
い
家
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
田
ん
ぼ
の
手
入
れ

を
し
な
け
れ
ば
荒
れ
地
に
な
る
よ
う
に
、

住
む
家
も
そ
こ
に
生
活
す
る
人
が
い
な
け

れ
ば
、
や
が
て
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
再
び
家
に
人
が
住
み
始
め
れ

ば
、
き
っ
と
家
は
生
き
返
り
ま
す
。

既
に
あ
る
身
近
な
「
宝
物
」

　

一
般
的
に
は
不
利
と
思
わ
れ
る
状
況
で

も
、
見
方
を
変
え
る
と
、
わ
た
し
た
ち
を

取
り
巻
く
自
然
環
境
は
、
周
り
に
誇
れ
る

財
産
で
す
。
既
に
、
わ
た
し
た
ち
は
財
産

を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
せ
っ
か
く
持
っ

て
い
る
こ
の
財
産
を
生
か
さ
な
い
手
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
自
然
環
境
を
生
か
す

た
め
に
も
皆
さ
ん
と
町
が
手
を
取
り
合
っ

て
、「
空
き
家
」
に
人
々
を
呼
び
込
み
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
住
む

地
域
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
宝
物
」
を
生
か
し
ま
す

　

そ
こ
で
、
町
は
、
こ
の
豊
か
な
自
然
環

境
で
住
め
る
家
を
求
め
る
人
々
を
呼
び
込

む
た
め
に
、『
ま
ん
の
う
町
空
き
家
等
情

報
登
録
制
度
』
を
始
め
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
空
き
家
を
貸
し
た
い
、

売
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
に
登
録
し
て

も
ら
い
、
空
き
家
の
登
録
情
報
を
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し
、
全
国
に
発
信
す

る
も
の
で
す
。（
図
１
参
照
）

各
地
区
の
自
治
会
に
お
世
話
に
な

り
ま
す

　

今
後
、
自
治
会
長
あ
て
に
、
地
区
内
に

あ
る
空
き
家
の
軒
数
や
そ
の
老
朽
化
具
合

な
ど
に
つ
い
て
、
町
が
聞
き
取
り
調
査
を

行
う
予
定
で
す
。
そ
の
際
に
は
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。（
図
２
参
照
）

お
待
ち
し
て
い
ま
す
、
空
き
家
情

報
　

既
に
、
町
内
に
持
っ
て
い
る
空
き
家
の

賃
貸
や
売
買
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま

ず
は
『
ま
ん
の
う
町
空
き
家
等
情
報
登
録

制
度
』
へ
の
登
録
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

登
録
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
空
き

家
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
の
立
ち
会
い
の

下
、町
が
詳
細
な
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
町
が
そ
の

家
を
『
ま
ん
の
う
町
空
き
家
等
情
報
登
録

制
度
』
に
登
録
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
政
策
課　

薀
（
７
３
）
０
１
０
６
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ま
ち
を
「
元
気
ま
ん
ま
ん
」
に
す
る
た
め
に
、

『
ま
ん
の
う
町
空
き
家
等
情
報
登
録
制
度
』、始
め
ま
す

図１　「まんのう町空き家等情報登録制度」の仕組み 

まんのう町 
空き家 
所有者 

空き家 
利用者 

①登録の 
　申し込み 

②現地 
　調査 

④問い合 
　わせ 

③登録情報 
　の提供 

図２　登録の申し込みをしてもらうまでの過程 
（所有者からの直接申し込み以外の方法） 

まんのう町 

自治会 
（自治会長） 

空き家の所有者 

① 
聞き取り 
調査 

② 
回答 

④ 
回答 

③ 
意向調査 
（空き家の 
賃貸・売買） 

まんのう町空き家等情報登録制度



「
香
川
県
小
児
救
急
電
話
相
談
」

を
、
９
月
１
日
か
ら
平
日
も
実

施
し
て
い
ま
す

　

従
来
、
土
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
年
末
年

始
（
12
月
31
日
〜
１
月
３
日
）
の
午
後
７

時
〜
午
後
11
時
に
実
施
し
て
い
た
「
香
川

県
小
児
救
急
電
話
相
談
」。
こ
の
相
談
業

務
を
、
９
月
１
日
か
ら
平
日
夜
間
（
午
後

７
時
〜
午
後
11
時
）
も
開
始
し
、
毎
日
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
児
救
急
患
者
の
保
護
者
な
ど
の
不
安

や
悩
み
、
症
状
へ
の
対
応
方
法
な
ど
に
つ

い
て
電
話
で
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、

医
療
機
関
へ
の
受
診
に
つ
い
て
も
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

■
相
談
電
話
番
号
（
①
ま
た
は
②
）

①
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
＃
８
０
０
０

　

※ 

プ
ッ
シ
ュ
回
線
、
携
帯
電
話
（
主
要

携
帯
電
話
会
社
３
社
）
か
ら
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
た
だ
し
、
県
境
付

近
に
お
い
て
携
帯
電
話
か
ら
通
話
を

さ
れ
た
際
、
隣
接
県
の
相
談
窓
口
に

転
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
は
、
左
記
の
専
用
電

話
番
号
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
専
用
電
話
番
号

　

薀
０
８
７
（
８
２
３
）
１
５
８
８

■
注
意
点

　

こ
の
相
談
業
務
は
、
あ
く
ま
で
電
話
に

よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。
診
断
・
治
療
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
上
記
電
話
番
号

ま
で
の
県
内
通
話
料
に
つ
い
て
は
、
ご
負

担
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
県
健
康
福
祉
部
医
務
国
保
課

総
務
・
医
事
グ
ル
ー
プ

　

薀
０
８
７
（
８
３
２
）
３
２
５
６

第
12
回
「
い
い
お
産
の
日
」
〜

い
の
ち
の
応
援
〜
み
ん
な
で
考

え
よ
う
！
私
の
お
産
・
子
育
て

■
日
時
／
11
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　

正
午
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
は
11
時
30
分
〜
）

■
会
場

善
通
寺
市
子
ど
も
・
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
善
通
寺
市
文
京
町
２
‐
２
‐
２
）

■
内
容

　

講
演
会
「
こ
れ
か
ら
始
ま
る
！
ハ
ッ

ピ
ー
子
育
て
」（
塩
田
敦
子
先
生
・
香
川

大
学
医
学
部
附
属
病
院
周
産
期
科
女
性
診

療
科
医
師
）、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ガ
、
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、沐
浴
体
験
、妊
婦
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
体
験
、ス
リ
ン
グ
講
習
、母
乳
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
育
児
・
お
産
相
談
、
中
西
讃
地

区
の
各
病
院
紹
介
ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

い
い
お
産
の
日
実
行
委
員
会
事
務
局
（
し

の
は
ら
助
産
院
内
）

　

薀
０
８
７
７
（
９
８
）
４
５
６
０

　

※
平
日
、
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

「
子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

お
子
さ
ん
に
関
す
る
悩
み
、
心
配
事
の

電
話
相
談
室
で
す
。

　

例
え
ば
、
し
つ
け
に
困
っ
て
い
る
、
友

達
が
で
き
に
く
い
、
学
校
へ
行
き
た
が
ら

な
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
こ
と
な
ら
何
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
話
し
合
い
な
が
ら

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
電
話
番
号

　

薀
０
８
７
（
８
６
２
）
４
１
５
２

■
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
土
曜
日
、
午
前
９
時
〜
午
後

９
時　

※
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始

は
休
み
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　

薀
０
８
７
（
８
６
２
）
８
８
６
１

「
里
親
」
や
「
フ
ャ
ミ
リ
ー
」
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
里
親

　

家
庭
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
保
護
者
と

一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
を
自
分
の
家

庭
に
迎
え
入
れ
、
保
護
者
に
か
わ
っ
て
健

や
か
に
養
育
し
て
く
だ
さ
る
「
里
親
」
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
調
査
の

結
果
、
適
格
な
方
を
知
事
が
里
親
と
し
て

認
定
し
、
登
録
さ
れ
ま
す
。

■
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

香
川
県
で
は
、
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
児
童
に
、
週
末
や
休
暇
期
間

中
な
ど
に
家
庭
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
う

「
週
末
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
」
を
実
施
し

て
お
り
、
そ
の
家
庭
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

滞
在
期
間
に
応
じ
て
、
滞
在
委
託
費
を

お
支
払
い
し
、
賠
償
責
任
保
険
に
も
加
入

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　

薀
０
８
７
（
８
６
２
）
８
８
６
１

香
川
県
西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

　

薀
０
８
７
７
（
２
４
）
３
１
７
３
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小児救急電話相談・いいお産の日・子どもと家庭の電話相談・里親とファミリー募集



　　　まんのう町文化祭・公民館まつり（予定）

※衆議院議員選挙と重なった際は、上記日程を変更する場合があります。

【問い合わせ先】まんのう町教育委員会　社会教育課　薀（73）0108

第23回まんのう町かりんまつり
■とき／ 10月26日（日）　※雨天決行
■会場／国営讃岐まんのう公園
　　　　 入園料無料、別途駐車料金は必要。
　　　　　シャトルバスの運行有り。
※ 詳細は、各世帯に配布するチラシをご覧ください。

時間 実施内容
10:00
10:15
10:30
10:55
11:00
11:25
12:00
12:20

13:05
13:30
14:00
14:15
15:35
15:55
16:00

開会式
かりんの実品評会　表彰式
讃岐まんのう太鼓・讃岐かりん太鼓演奏
特産かりんワイン抽選券配布
大川念仏踊披露
仮面ライダーキバ　ショー
大正琴の調べ
ふわふわトライアングル
（リズム体操・コ－ラス・手話コ－ラス）
光元東上組獅子舞披露
仮面ライダーキバ　ショー
仮面ライダーキバ　撮影会
丸太切り大会
特産かりんワイン当選者発表
閉会式
終　了

【問い合わせ先】
まんのう町商工観光課　薀（73）0122

第23回まんのう町かりんまつり
太鼓台かきくらべ

■日時／ 10月25日（土）　午後6時～
　　　　※雨天決行
■会場／まんのう町役場本庁前の駐車場
■出場太鼓台（11台太鼓台）
　池下太鼓台、木ノ崎太鼓台、大橋太鼓台、杉
ノ上太鼓台、五条太鼓台、中村太鼓台、本村太
鼓台、上組太鼓台、新道太鼓台、生稲太鼓台、
天皇太鼓台
【問い合わせ先】
かりんまつり太鼓台かきくらべ実行委員会事務
局（まんのう町商工会内）　薀（73）3711

かりんまつり協賛事業
「かりんの実」の品評会　出品募集
■出品期限／ 10月17日（金）
■出品場所／まんのう町役場農林課
■出品量目／ 1㎏程度
【問い合わせ先】
まんのう町農林課　薀（73）0105

かりんまつり協賛事業
第4回満濃池空海俳句大会  参加者募集
■日時／ 10月26日（日）　正午　開場
■会場／かりん会館（まんのう町神野168番地7）
■投句／三句（当季雑詠）、午後１時　締め切り
■選者／ 岩本多賀史先生（現代俳句協会香川県

会長）、今井誠人先生（現代俳句協会香
川県副会長）、金崎紫峰先生（俳人協会
香川県会長）、湯川雅先生（日本伝統俳
句協会香川県会長代理）

■会費／ 300円（菓子代）
■主催／まんのう池コイネット・俳句部会
【問い合わせ先】
まんのう池コイネット（かりん会館内）
　薀（75）0200　※水曜日休館

9

日　　　　　時 文化行事 会　　　　　場
11月  1日（土）
11月  2日（日）

13:00～22:00
  9:00～15:00

第3回琴南地区文化祭
～琴南公民館まつり～ 琴南公民館ほか

11月  2日（日）   9:00～15:30 第26回高篠公民館まつり 高篠ふれあいセンターほか
11月  8日（土）
11月  9日（日）

13:00～21:00
  8:00～13:00 第27回吉野公民館まつり 吉野公民館ほか

11月  9日（日）   8:40～14:30 第26回長炭地区文化祭
～長炭公民館まつり～ なごみ館ほか

11月  9日（日）   9:00～15:30 第8回四条公民館まつり 四条公民館ほか
11月15日（土）
11月16日（日）

13:00～22:00
  9:00～15:00

第50回仲南地区文化祭
～仲南公民館まつり～ 仲南公民館ほか

11月16日（日）   8:00～16:00 第24回神野公民館まつり 勤労青少年ホームほか
11月22日（土）
11月23日（日）

13:00～18:00
  9:00～15:00

第2回まんのう町文化祭
（展示部門）

満濃農改センター、四条公民館、
四条小学校体育館、四条幼稚園遊戯室

11月30日（日） 10:00～16:00 第2回まんのう町文化祭
（芸能部門） まんのう町町民文化ホール

かりんまつり・文化祭・公民館まつり

テーマは「交流」。
今回から芸能部門

を新設。



１
日
目

（
８
／
20
）
ま
ん
の
う
町
〜
関
西
国
際

空
港
〜
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

２
日
目

（
８
／
21
）
民
俗
文
化
学
習

（
マ
レ
ー
シ
ア
文
化
）

３
日
目

（
８
／
22
）

国
際
理
解
学
習

（
現
地
中
学
生
と
の
交
流
・

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

４
日
目

（
８
／
23
）

国
際
交
流

（
現
地
の
人
と
の
交
流
・

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

５
日
目

（
８
／
24
）
平
和
・
自
然
学
習

（
セ
ン
ト
ー
サ
島
研
修
）

６
日
目

（
８
／
25
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
〜
関
西
国

際
空
港
〜
ま
ん
の
う
町

■
８
月
20
日
（
水
）

　

人
口
約
４
０
０
万
人
、
面
積
約
７
０
０

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
中
国
語
、
英
語
、

タ
ミ
ー
ル
語
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
を
話

し
、
仏
教
や
道
教
、
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
異

な
っ
た
宗
教
を
信
仰
す
る
人
々
。
異
な
る

文
化
が
入
り
混
じ
っ
て
い
ま
す
が
、
学
校

で
も
社
会
生
活
の
中
に
お
い
て
も
、
互
い

に
認
め
合
っ
て
生
活
し
て
い
る
の
が
、
よ

く
分
か
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
日
本
人
を
温
か

く
歓
迎
し
て
く
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人

た
ち
に
は
、
異
国
の
文
化
を
学
ぼ
う
、
交

流
を
通
し
て
距
離
を
縮
め
よ
う
と
い
う
姿

勢
が
自
然
に
身
に
つ
い
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
が
こ
れ
か
ら

お
手
本
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

（
満
濃
中
学
校　

２
年　

青
野
恵
里
）

■
８
月
21
日
（
木
）

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
に
あ

る
村
の
民
家
を
訪
問
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

民
族
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
今
回
初
め
て
外
国
に
行
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
貴
重
な
体
験
を
し
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
村
訪
問
で
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
民
族
衣
装
を
着
せ
て
く

れ
た
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
料
理
を
一
緒
に

作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
遊

び
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
現
地
の
人
た

ち
は
、
マ
レ
ー
語
を
話
し
ま
す
が
、
わ
た

し
た
ち
と
の
会
話
で
は
英
語
を
使
っ
て
く

れ
た
の
で
、
何
と
か
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
派
遣
事
業
は
、
普
通
の
旅
行
で
は

め
っ
た
に
で
き
な
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

し
た
。
た
く
さ
ん
の
驚
き
や
感
動
を
得
る

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
満
濃
中
学
校　

３
年　

大
谷
結
依
）

■
８
月
22
日
（
金
）

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
学
校
交
流
で
は
、

「
ノ
ー
ス
ビ
ュ
ー
・
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
」
と
い
う
中
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

わ
た
し
が
こ
の
派
遣
旅
行
で
一
番
心
に

残
っ
た
の
は
、
現
地
の
学
校
で
す
。
学
校

に
着
く
と
、
民
族
楽
器
の
演
奏
で
出
迎
え

て
く
れ
、
国
紹
介
の
と
き
は
、
中
国
系
の

楽
器
の
演
奏
だ
っ
た
り
、
剣
を
使
う
踊
り

な
ど
を
披
露
し
て
く
れ
た
り
大
変
楽
し
み
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豊
か
な
国
際
感
覚
を
養
い
、
将
来
へ
の
夢
や
郷
土
を
愛
す
る
心
を
は
ぐ
く
む
た
め

に
、
ま
ん
の
う
町
内
の
中
学
生
39
人
（
う
ち
２
年
生
が
20
人
、
３
年
生
が
19
人
）
が

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
海
外
派
遣
は
、
観
光
旅
行
と
大
き
く
異
な
り
、
国
際
交
流
と
英
会
話
実
践
の

体
験
を
通
し
て
「
国
際
理
解
」「
民
族
文
化
」「
平
和
（
歴
史
）・
自
然
」
と
い
う
３
つ

の
テ
ー
マ
を
学
習
す
る
教
育
旅
行
で
す
。
生
徒
自
身
が
、
現
地
で
感
動
体
験
を
し
た

り
、
視
野
を
広
め
環
境
問
題
に
ま
で
関
心
を
持
っ
た
り
し
た
こ
と
は
、
き
っ
と
将
来

へ
の
大
き
な
財
産
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

マレーシアの訪問家庭

マレーシアの民族衣装を着て、家族と記念撮影現地の生徒にまんのう町を紹介

中学生海外派遣報告



ま
し
た
。
そ
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
英
語

で
し
た
日
本
の
紹
介
を
熱
心
に
聞
い
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
銃
を
持
っ
て
す
る
踊

り
を
体
験
さ
せ
て
く
れ
た
り
、
民
族
楽
器

を
触
ら
せ
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
伝
統
の
お
菓
子
の
試
食
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
国
際
交
流
の
経
験
を
生
か
し
、
よ

り
広
い
視
野
で
物
事
を
見
た
り
、
考
え
た

り
で
き
る
よ
う
心
掛
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。（

満
濃
中
学
校　

２
年　

鈴
木
仁
美
）

■
８
月
22
日（
金
）〜
24
日（
日
）

　

２
人
ず
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。

　

僕
が
こ
の
６
日
間
の
海
外
派
遣
の
中
で

最
も
感
動
し
た
の
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
家
庭
の
温
か
さ

で
す
。
い
ろ
い
ろ
気
遣
い
を
し
て
く
れ
て
、

初
め
て
食
べ
る
料
理
に
は
僕
た
ち
に
も
分

か
る
英
語
で
説
明
を
し
て
く
れ
、
と
て
も

助
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
少
し
体
調
が
悪

く
な
る
と
、
本
当
の
親
の
よ
う
に
心
配
し

て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

僕
も
、
将
来
逆
の
立
場
に
な
っ
た
と
き

外
国
の
人
に
こ
の
よ
う
に
接
し
て
い
き
た

い
し
、
そ
う
い
っ
た
大
人
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
琴
南
中
学
校　

３
年　

谷
口
大
悟
）

　

僕
は
こ
の
海
外
派
遣
を
通
し
て
、
他
国

の
人
と
の
触
れ
合
い
や
交
流
は
と
て
も
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
初
め
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
は
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
家
族
の

方
が
優
し
く
話
し
か
け
て
き
て
く
れ
て
、

す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し

ま
し
た
。
２
日
目
は
、
市
内
観
光
で
チ
ャ

イ
ナ
タ
ウ
ン
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
、
食

事
の
た
び
日
本
と
違
う
味
付
け
の
こ
と
を

聞
か
れ
、
と
て
も
楽
し
く
会
話
の
弾
む
食

事
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
の
日
は
、
別
れ

る
の
が
つ
ら
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
海
外
派
遣
で
い
ろ
い
ろ
な
経
験

が
で
き
ま
し
た
が
、
僕
た
ち
は
、
ま
ん
の

う
町
の
代
表
と
し
て
行
っ
て
き
た
の
だ
か

ら
、
他
の
人
や
家
族
の
人
た
ち
に
ど
ん
な

も
の
だ
っ
た
か
を
話
し
て
あ
げ
、
少
し
で

も
多
く
の
こ
と
を
伝
え
、
分
か
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
琴
南
中
学
校　

２
年　

造
田
行
正
）

■
８
月
25
日
（
月
）

　

ま
ん
の
う
町
帰
着
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
と
て
も
小
さ
な
国
で

す
が
、「
世
界
一
美
し
い
国
」
で
、
フ
ァ

イ
ン
シ
テ
ィ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
イ
ン
と
は
、
罰
金
と
い
う
意
味
で
、

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
、
ガ
ム
を
か
み
な
が

ら
道
を
歩
く
こ
と
な
ど
、
国
を
汚
す
行
為

に
対
し
て
罰
金
が
科
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

経
済
が
大
き
く
発
展
し
て
い
ま
す
が
、
そ

こ
に
残
る
豊
か
な
自
然
と
見
事
な
バ
ラ

ン
ス
で
調
和
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
は
、
ご
み
問
題
な
ど
環

境
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
も
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
よ
う
な
き
れ
い
な
国
に
変
わ
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ん
の
う
町
の
国
際
交
流
の
発
展
に
少
し

で
も
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
満
濃
中
学
校　

３
年　

仁
木
花
織
）
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シンガポールの街の様子

マーライオンを背に派遣団員らの集合写真

民族楽器の演奏を体験

シンガポールの料理
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The V
iew

 of M
anno

The V
iew

 of M
anno

〜
外
国
か
ら
見
た
ま
ん
の
う
町
　
日
本
人
の
知
ら
な
い
新
し
さ
の
発
見
〜 

２
千
人
の
命
を
救
う

　

こ
の
講
座
で
は
併
せ
て
、
財
団
法
人
オ

イ
ス
カ
に
集
ま
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
サ
イ
ク

ロ
ン
災
害
の
義
援
金
の
一
部
を
、
米
や
苗

に
変
え
て
現
地
へ
持
っ
て
行
っ
て
く
れ
た

池
田
敦
史
さ
ん
（
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
四

国
研
修
セ
ン
タ
ー
組
織
広
報
担
当
課
長
）

か
ら
、
現
地
の
災
害
状
況
や
町
内
で
集
め

た
義
援
金
が
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い

た
か
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ん
の
う
町
の
募
金
額
で
約
２
千
人
の

命
が
救
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

タ
コ
ス
、
大
盛
況
！　

こ
と
な
み
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
８
が
８
月

13
日
、
琴
南
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
こ

の
日
に
お
店
を
出
し
、
南
米
メ
キ
シ
コ
の

伝
統
料
理
タ
コ
ス
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

メ
キ
シ
カ
ー
ナ
君
＝
写
真
＝
が
大
活
躍

し
た
せ
い
か
、
大
変
な
盛
況
で
、
短
時
間

の
う
ち
に
完
売
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
を
満
喫

　

外
国
文
化
講
座
（
東
南
ア
ジ
ア
編
）
が

８
月
19
日
、
か
り
ん
会
館
で
開
催
さ
れ
、

25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
財
団
法

人
オ
イ
ス
カ
四
国
研
修
セ
ン
タ
ー
に
来
て

い
る
研
修
生
（
レ
ミ
さ
ん
と
ア
グ
ネ
ス
さ

ん
）
が
伝
統
的
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
家
庭
料
理

を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
２
月
に
来
日

し
た
ば
か
り
の
彼
女
ら
は
、パ
ク
べ
ト（
に

が
う
り
や
お
く
ら
な
ど
夏
野
菜
の
い
た
め

物
）
や
肉
団
子
の
甘
酢
和
え
、イ
ェ
マ
（
か

ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
お
菓
子
）
を
、
参
加
者

と
と
も
に
作
り
な
が
ら
日
本
語
で
歓
談
し

て
い
ま
し
た
。
料
理
が
出
来
上
が
っ
た
後

は
、
彼
女
ら
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
生
活
や

文
化
の
話
が
あ
り
、
参
加
者
ら
は
そ
の
説

明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
１
０
０
周
年
に
よ

せ
て

　

私
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
グ
ラ
ン
デ
ド

ス
と
い
う
町
か
ら
、
15
年
前
日
本
に
来
ま

し
た
。ブ
ラ
ジ
ル
と
い
え
ば
、リ
オ
の
カ
ー

ニ
バ
ル
で
有
名
で
す
が
、
私
の
町
の
有
名

な
お
祭
り
は
4
年
に
1
回
行
わ
れ
る
「
ぶ

ど
う
祭
り
」
で
す
。

　

私
の
町
に
は
、
日
本
人
が
多
く
住
ん
で

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
や
パ
ラ
ナ
と
い
う
町
に
は
、
移
民
し

て
き
た
日
本
人
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

　

１
０
０
年
前
、
移
民
政
策
に
よ
り
農
業

移
民
と
し
て
移
住
し
て
こ
ら
れ
た
方
は
大

変
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ブ
ラ
ジ

ル
は
、
き
れ
い
で
楽
し
い
国
で
す
の
で
、

今
は
む
し
ろ
、
帰
り
た
く
な
い
と
思
っ
て

い
る
人
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。
日
系
人
が

町
長
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の

街
は
、
大
変
住
み
や
す
い
と
評
判
で
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
は
、

正
直
で
勤
勉
で
ま
じ
め
な
の
で
尊
敬
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
で
日
本
に

来
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
、
今
の
日
本
の
若
い

人
た
ち
を
見
て
少
し
戸
惑
う
よ
う
で
す
。

ま
た
、
日
本
で
あ
る
い
じ
め
な
ど
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
で
は
聞
い
た
こ
と
が
な
く
全
く
信

じ
ら
れ
な
い
思
い
で
す
。ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、

生
活
の
格
差
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
あ

る
ゆ
え
、
困
っ
て
い
る
人
や
持
っ
て
い
な

い
人
を
助
け
る
、
思
い
や
る
気
持
ち
が
み

ん
な
の
心
に
現
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
は
、
な
に
も
か
も
同
じ
す
ぎ
で
、
同

じ
物
を
持
ち
す
ぎ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
だ
か
ら
、
い
つ
も
誰
が
一
番
か
を

気
に
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
言
葉
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
、
料
理
の
主
食
は
「
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ン
」

と
い
う
豆
料
理
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
と
日

本
は
古
く
か
ら
の
つ
な
が
り
が
あ
る
国

同
士
で
す
か
ら
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
ブ
ラ

ジ
ル
の
料
理
と
文
化
を
ご
紹
介
し
ま
す
の

で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
が
寄
っ
て
の
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
日
本

の
こ
と
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
吉
野　

野
津
シ
モ
ー
ネ
）
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材料（4人分） 

作り方 

鮭のみそバター焼き 

●エネルギー 219kcal ●タンパク質 19.1g ●脂質 7.7g ●食物繊維 4.2g ●食塩 0.8g

600kcal栄養バランスメニュー 
ご飯、鮭のみそバター焼き、わかめスープ、リンゴ、ブドウ、ミルクティー 

●鮭  4切　●じゃが芋  1個　●玉ねぎ  1個　●生しいたけ  2枚 
●小松菜  1/2束　●バター  20g　●中みそ  20g　●酒  大さじ2

値段も手ごろな 
今が旬の秋鮭を使って、 
朝食の栄養バランスを 

取りましょう 

� � 

� 

� バター 
薄くスライス 

千切り 

石づきを取り、 
薄くスライス 

8分程、弱火で蒸し焼き 
水でのばした 
みそを加える 

みそ 

① ② 

酒を振る 

鮭 

じゃが芋 
皮むき 

玉ねぎ 

生しいたけ 

小松菜 
3cm長さ 

水50ml

皿に取り分け、 
盛り付ける 

＋ 

さけ 

運動 

水 

おやつ 

主食 

副菜 

主菜 
果
物 

牛
乳
・ 

乳
製
品 りんご ぶどう ※メニューをコマにあてはめると 

ご飯 

わかめ 
スープ 

みそバター焼きの鮭 

みそバター 
焼きの野菜 

ミルクティー 

紙
面
上
の
思
い
が
解
き
放
つ
瞬
間

　

広
報
誌
に
毎
月
連
載
し
て
い
る
「
食
改

の
食
育
だ
よ
り
」。「
ま
ん
の
う
町
」
が
誕

生
し
て
以
来
、
ま
ん
の
う
町
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
（
会
長
／
大
塚
滝
子
さ
ん
）

は
、
朝
食
を
き
ち
ん
と
取
る
人
を
増
や

し
、朝
食
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

た
っ
た
15
分
で
で
き
る
朝
食
の
料
理
レ
シ

ピ
を
、皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

毎
月
、
料
理
レ
シ
ピ
や
完
成
品
の
写
真

を
広
報
誌
で
見
る
も
の
の
、
今
ひ
と
つ
作

る
こ
と
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
あ
な
た
の

た
め
に
、
い
い
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

広
報
誌
と
テ
レ
ビ
を
に
ら
め
っ
こ

　

実
は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
料
理
レ
シ
ピ

を
実
際
作
っ
て
い
る
模
様
が
テ
レ
ビ
番
組

に
な
り
ま
す
。
毎
月
の
広
報
誌
は
テ
キ
ス

ト
に
、
テ
レ
ビ
の
放
送
内
容
は
そ
の
実
践

版
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
朝
食
メ
ニ
ュ
ー

を
提
案
し
た
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
た
ち
（
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
の
会
員
で
あ
る
食
生

活
改
善
推
進
員
）
が
出
演
し
、
11
月
か
ら

中
讃
テ
レ
ビ
で
の
放
送
が
始
ま
り
ま
す
。

　

あ
ま
り
料
理
が
得
意
で
な
い
男
性
や
若

い
女
性
、子
供
た
ち
が
手
軽
に
楽
し
ん
で
、

朝
食
作
り
を
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い

い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
思
い

を
よ
り
多
く
の
人
へ

　

今
回
の
試
み
に
よ
っ
て
、「
15
分
の
朝

食
作
り
」
が
ま
す
ま
す
普
及
し
、
肥
満
児

や
生
活
習
慣
病
の
対
策
に
、
き
っ
と
一
役

買
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

食
育
の
推
進
は
、親
子
や
家
族
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
き
ず
な
を
強
く
し
、
よ
り
安

全
な
食
の
地
産
地
消
を
進
め
る
な
ど
の
効

果
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
放
送
に
よ
っ
て
、

ま
ん
の
う
町
の
食
育
の
輪
が
、
さ
ら
に
広

が
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

テ
レ
ビ
放
送
を
お
見
逃
し
な
く
！

　

放
送
は
、
11
月
５
日
（
水
）
午
後
６
時
45

分
〜
午
後
７
時（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
12
チ
ャ

ン
ネ
ル
、
詳
し
く
は
中
讃
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
薔
０
１
２
０
・
０
８
８
・
３
４
７

ま
で
。
水
曜
定
休
）
で
す
。
こ
れ
を
見
逃

し
て
も
、
午
後
９
時
15
分
、
午
後
11
時
15

分
、
翌
日
の
午
前
８
時
15
分
、
午
後
12
時

15
分
か
ら
の
再
放
送
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
月
号
か
ら
は
、
収
録
時
の
調
理
風
景

や
裏
話
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
す

る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

13

食生活改善推進協議会TV進出・食育だより

広
報
誌
の
連
載
コ
ー
ナ
ー
「
食
改
の
食
育
だ
よ
り
」
が

テ
レ
ビ
放
送
と
連
動
し
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！
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リチャード・ 
タルボット 

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
北
部 

の
「
真
珠
」 

Western Australia's Northern "Pearl"
大
宮
神
社
の
注し

連め

柱
ば
し
ら

　

神
社
に
あ

る
注
連
柱
の

多
く
は
、
二

基
の
石
柱
に

注し

連め

縄な
わ

を
張

り
、
こ
こ
か

ら
は
神
域
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

吉
野
に
あ
る
大
宮
神
社
に
は
珍
し
く
二

対
の
注
連
柱
が
あ
る
。

　

随ず
い

身じ
ん

門も
ん

か
ら
離
れ
た
所
に
あ
る
注
連
柱

は
、
主
祭
神
の
倭

や
ま
と
ひ
め
の
み
こ
と

姫
命
の
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
そ
の
北
側
に
あ
る
注
連
柱
は
、

合ご
う

祀し

さ
れ
て
い
る
五

い
そ
た
け
る
の
み
こ
と

十
猛
命
の
功
績
を
た

た
え
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
注

連
柱
は
、
主
祭
神
の
注
連
柱
に
比
べ
、
や

や
小
さ
く
造
ら
れ
て
い
る
。
以
下
五
十
猛

命
の
注
連
柱
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。

　

随
身
門
に
向
か
っ
て
右
側
の
注
連
柱
に

は
「
分
木
種
有
功
神
」（
木こ

種だ
ね

を
分
か
ち

た
ま
い
し
有い

さ
お
し
の
か
み

功
神
）、
左
側
の
注
連
柱
に

は
「
華
兼
實
千
萬
春
」（
華
は
実
を
兼
ね

千ち
よ
ろ
ず万
の
春
）
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

右
側
の
柱
の
文
は
、
日
本
書
紀
の
「
神か

み

代よ

（
上
）」
に
書
か
れ
て
い
る
文
の
一
節

を
書
き
出
し
、
左
側
の
柱
の
文
は
、
そ
の

成
果
を
た
た
え
黒
木
安
雄
（
黒
木
欽ま

ん

堂ど
う

）

氏
が
文
を
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

二
基
の
注
連
柱
に
書
か
れ
た
文
の
意
味

は
、「
五
十
猛
命
が
天
下
り
す
る
時
に
樹

種
を
持
っ
て
き
て
大お

お
や
し
ま
の
く
に

八
洲
國
（
現
在
の
日

本
）
に
植
林
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
有
功
神

と
た
た
え
ま
つ
ら
れ
、
こ
の
神
の
播は

種し
ゅ

せ

ら
れ
た
青
い
木
々
の
美
し
さ
は
、
実
用
を

兼
ね
、
と
こ
し
え
に
万
民
の
生
活
を
う
る

お
し
て
い
る
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
注
連
柱
の
背
面
に
は
、「
明
治
辛

か
の
と

亥い　

秋
之
を
建
つ　

十
月
初
め
吉
日　

黒

木
安
雄
書
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

黒
木
安
雄
氏
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六

年
）
三
月
十
一
日
、
吉
野
の
大
宮
神
社
の

祠
官
黒
木
茂し

ば

矩の
り

氏
の
嫡
子
と
し
て
生
ま
れ

た
。
東
京
帝
国
大
学
（
現
東
京
大
学
）
を

卒
業
し
て
、
香
川
師
範
学
校
に
奉
職
し
、

高
松
工
芸
学
校
で
は
校
長
を
務
め
て
い

る
。
漢
詩
や
書
道
な
ど
多
芸
多
能
で
広
範

に
わ
た
っ
て
活
躍
し
て
い
る
。
特
に
、
書

を
能よ

く
し
書
道
界
の
偉
材
と
た
た
え
ら
れ

て
い
る
。

　

同
氏
は
、
大
正
十
三
年
富
山
市
で
他
界

さ
れ
た
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
大
宮
神
社
の

注
連
柱
に
、
そ
の
書
と
共
に
、
永
遠
に
そ

の
名
を
と
ど
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
文
責　

吉
野　

齋
部
和
壽
）

　

今
月
は
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
に
あ

る
１
万
４
千
人
の
小
さ
な
町
、
ブ
ル
ー
ム

（B
room

e

）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

旅
行
者
が
よ
く
訪
れ
る
こ
の
町
は
、

ピ
ー
ク
時
に
は
旅
行
者
の
影
響
で
人
口
が

５
万
人
ま
で
増
え
ま
す
。
ブ
ル
ー
ム
は
西

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
北
部
の
熱
帯
地
方
に

位
置
し
、
３
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
は
、

サ
イ
ク
ロ
ン
が
来
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
ほ

ぼ
毎
日
晴
れ
て
い
ま
す
。

　

最
も
有
名
な
ブ
ル
ー
ム
周
辺
の
観
光
地

は
、ケ
ー
ブ
ル
・
ビ
ー
チ
で
す
。
こ
の
ビ
ー

チ
は
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
で
最
も
美

し
い
で
す
。
19
世
紀
に
は
、
22
㎞
も
あ
る

こ
の
ビ
ー
チ
を
経
由
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
と
ロ
ン
ド
ン
が
電
信
ケ
ー
ブ
ル
で
初
め

て
結
ば
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
ラ
ク
ダ

に
乗
っ
て
ビ
ー
チ
の
白
い
砂
や
美
し
い
夕

日
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
が
有
名
で
す
。
こ
の

ほ
か
、
町
近
く
の
タ
ウ
ン
・
ビ
ー
チ
は
、

日
本
人
向
け
の
ツ
ア
ー
客
が
必
ず
行
く
と

こ
ろ
で
す
。
７
〜
10
月
に
は
、
満
月
の
夜

の
干
潮
時
に
、
月
明
か
り
が
水
面
に
反
射

し
て
階
段
の
よ
う
に
見
え
る
「
月
へ
の
階

段
」と
呼
ば
れ
る
神
秘
的
な
自
然
現
象
を
、

人
々
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

実
は
、
ブ
ル
ー
ム
と
い
う
町
は
、
日
本

と
深
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　

19
世
紀
後
半
以
降
、
世
界
的
な
真
珠

産
業
の
一
大
中
心
地
と
な
っ
た
ブ
ル
ー
ム

に
、
日
本
を
は
じ
め
世
界
中
の
国
々
か
ら

ダ
イ
バ
ー
や
船
員
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

今
も
真
珠
関
係
の
工
場
や
そ
の
販
売
店
な

ど
で
多
く
の
日
本
人
が
働
い
て
い
ま
す
。

そ
の
影
響
で
、
ブ
ル
ー
ム
は
豊
か
な
多
民

族
文
化
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
第
二
次
世

界
大
戦
前
に
は
、
出
身
が
三
重
県
や
愛
媛

県
な
ど
の
ダ
イ
バ
ー
数
が
一
度
に
３
０
０

人
を
超
え
て
、
他
国
か
ら
の
移
民
よ
り
多

く
な
る
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
真
珠
貝
を
採
取
す
る
際
の
潜

水
作
業
は
ス
キ
ュ
ー
バ
や
レ
ー
ダ
ー
が

発
明
さ
れ
る
ま
で
は
非
常
に
危
険
な
仕

事
で
、
サ
イ
ク
ロ
ン
や
減
圧
症
な
ど
の

た
め
に
、
多
く
の
人
々
の
生
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
一
つ
の
遺
産

は
、
９
０
０
に
も
及
ぶ
日
本
人
の
お
墓
で

す
。

　

戦
後
、
九
州
や
四
国
か
ら
真
珠
関
係
の

仕
事
で
来
た
人
た
ち
は
、
ブ
ル
ー
ム
の
議

会
の
議
員
に
な
る
な
ど
地
域
社
会
に
溶
け

込
ん
で
い
き
ま
す
。
ブ
ル
ー
ム
の
お
祭
り

「Shinjyu　

M
atsuri

」
は
、
人
々
が
日

本
と
ブ
ル
ー
ム
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
を

祝
い
、
多
文
化
社
会
と
真
珠
産
業
に
敬
意

を
表
す
た
め
に
、毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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ふるさと探訪・ますます国際交流



� 
シ
リ
ー
ズ 

「
香
川
人
権
ゆ
か
り
の
地
巡
り（
6
）」 

　

教
室
で
、
一
人
の
こ
っ
て
、
本
を
開

い
て
い
る
子
が
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

最
初
は
気
に
な
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
次

の
日
も
ま
た
次
の
日
も
一
人
だ
っ
た
の

で
、だ
ん
だ
ん
気
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
。」

と
、
よ
び
か
け
、
そ
の
子
と
い
っ
し
ょ

に
遊
び
は
じ
め
ま
し
た
。

　

最
初
は
二
人
で
遊
ん
で
い
た
の
で
す

が
、

「
よ
せ
て
。」

と
、
友
だ
ち
が
だ
ん
だ
ん
集
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
と
う
と
う
七
人
も

集
ま
っ
た
の
で
す
。

　

一
人
だ
っ
た
友
だ
ち
も
、
今
は
、
多

く
の
友
だ
ち
に
か
こ
ま
れ
て
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
や
お
に
ご
っ
こ
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
子
は
、

「
下
級
生
も
い
れ
て
や
ろ
う
よ
。」

と
、
さ
ら
に
多
く
の
友
だ
ち
を
さ
そ
う

こ
と
も
し
は
じ
め
ま
し
た
。

　

一
人
で
い
る
子
を
見
つ
け
た
と

き
、
一
声
か
け
た
だ
け
で
、
仲
間
の
輪

は
、ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
す
こ
し
の
勇
気
を
持
っ
て

一
声
か
け
た
こ
と
が
と
て
も
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
一
人

で
い
る
子
を
見
つ
け
る
と
、
一
声
か
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

六
月
三
十
日
、仲
南
荘
の
お
じ
い
さ
ん

や
お
ば
あ
さ
ん
と
交
流
会
を
し
ま
し
た
。

ま
ず
、三
年
生
が
リ
コ
ー
ダ
ー
と
歌
の
発

表
を
し
ま
し
た
。お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ

さ
ん
が
拍
手
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、自
己
し
ょ
う
か
い
カ
ー
ド
を
わ

た
し
ま
し
た
。お
じ
い
さ
ん
が
す
ぐ
に
わ

た
し
の
名
前
を
お
ぼ
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。く
じ
び

き
で
は
お
じ
い
さ
ん
が
か
た
た
た
き
を
十

回
す
る
け
ん
を
ひ
き
ま
し
た
。か
た
た
た

き
を
し
て
あ
げ
る
と
、お
じ
い
さ
ん
が
、

「
気
持
ち
い
い
な
。」

と
言
い
ま
し
た
。だ
か
ら
、わ
た
し
は
十

回
だ
け
ど
十
五
回
し
て
あ
げ
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
で
は
な
か
な
か
点
数

が
取
れ
な
か
っ
た
け
ど
、お
じ
い
さ
ん
が

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
し
て
い
た
の
で
、

「
が
ん
ば
っ
た
ね
。」

と
声
を
か
け
て
あ
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、プ
レ
ゼ
ン
ト
を
わ
た
し
て
、

あ
く
手
を
し
ま
し
た
。お
じ
い
さ
ん
の
手

は
と
て
も
温
か
か
っ
た
で
す
。や
さ
し
く

し
て
く
れ
た
お
れ
い
の
気
持
ち
で
、

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
。」

と
心
を
こ
め
て
言
い
ま
し
た
。お
じ
い
さ

ん
は
に
っ
こ
り
わ
ら
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
の
交
流
会
は
十
二
月
で
す
。
お
じ

い
さ
ん
た
ち
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
あ

げ
よ
う
か
と
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

本
島（
丸
亀
市
）

島
お
こ
し
へ
人
権
文
化
を
発
信

　

丸
亀
市
の
本
島
は
、
瀬
戸
大
橋
の
す

ぐ
西
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
映
画『
機

関
車
先
生
』
の
ロ
ケ
地
と
な
り
、
一
躍

有
名
に
な
り
ま
し
た
。
夏
に
は
海
水
浴

が
、
釣
り
は
１
年
中
楽
し
め
ま
す
。
島

は
か
つ
て
天
領
だ
っ
た
の
で
、「
勤
番
所
」

が
あ
り
ま
す
。
笠
島
集
落
に
は
、
古
い

街
並
み
が
再
現
さ
れ
、
癒
し
の
空
間
と

し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
島
の
船

乗
り
た
ち
は
、
咸
臨
丸
の
船
員
と
し
て

ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
日
本
の
新
し
い
時

代
を
開
く
こ
と
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
「
島
か
ら
出
る
の
が
出
世
」
と
い
う
考

え
が
島
の
過
疎
化
に
拍
車
を
か
け
、
今

で
は
人
口
が
激
減
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、地
元
の
若
者
た
ち
は
和
太
鼓
グ
ル
ー

プ
「
荊

い
ば
ら
」
を
結
成
し
、
今
で
は
島
か
ら

の
新
し
い
文
化
の
発
信
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

【
交
通
】

丸
亀
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
35
分

【
問
い
合
わ
せ
先
】

山
根
文
化
セ
ン
タ
ー

　

薀
（
２
７
）
３
９
３
８

長
炭
小
3
年
生
と
ネ
パ
ー
ル
大
衆
歌
手
ス
ン
ダ
リ
・
ミ
カ
さ
ん
と
一
緒
に
秋
の
大
運
動
会
！

日
時
／
10
月
1
日（
水
）午
前
10
時
30
分
〜

場
所
／
長
尾
会
館　

参
加
費
／
一
人  

３
０
０
円

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
長
尾
会
館
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】薀（
７
９
）２
０
２
１
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人権コラム・会館ジャーナル・人権作文コーナー

「
仲
間
の
輪
は
広
が
る
」

仲
南
小
学
校  

五
年

楠  

見　

賢  

司

「
仲
南
荘
に
行
っ
て
」

仲
南
小
学
校  

三
年

闍  

市　

爽  

快



おくやみ

おめでた

（中・西讃地区）
◆日時／10月17日（金）午後1時～
午後4時◆会場／丸亀市民会館2階
第6会議室（丸亀市大手町二丁目4
番20号）◆相談員拠出署／坂出、丸
亀、善通寺、琴平、三豊、観音寺
（高松・東讃地区）
◆日時／ 10月24日（金）午後1時～
午後4時◆会場／オークラホテル
高松別館1階「瀬戸の間」、別館2階
「栗林の間」（高松市城東町一丁目
9番5号）◆相談員拠出署／さぬき、
高松東、高松北、高松南、高松西
【問い合わせ先】
財団法人香川県暴力追放運動推進
センター　薀087（837）8889
香川県警察本部の暴力追放相談電
話　薀087（831）8930
琴平警察署　刑事課
　薀0877（75）0110　内線330

◆ 「トヨタ流『お客様第一』の心」セ
ミナー
　世界を代表するリーディングカ
ンパニー、トヨタ自動車。
　トヨタ自動車の強さの本質とは
何でしょうか？素晴らしい製品の
品質、それともトヨタ生産方式の
実践？
　トヨタ人財育成研究所長の肌

はだ

附
つき

安
やす

明
あき

さんを講師に迎え、同社の強
さの本質を学び、ご参加される企
業に生かしていただきたいと思い
ます。
　さらなる向上心・ご関心をお持
ちの方々の積極的なご参加をお待
ちしています。
◆日時／ 10月23日（木）午後7時～
午後9時◆会場／満濃農村環境改
善センター 2階研修室
【問い合わせ先】
まんのう町商工会
　薀0877（73）3711

◆ 「四国研究センター一般公開」
（入場無料）
～来て、見て、体験！

夢のある地域農業～
◆日時／ 10月25日（土）午前9時～
午後3時30分◆会場／四国研究セン
ター仙遊地区（善通寺市仙遊町1-3-1）
◆内容／ミニ講演会（鳥獣害、水、
日本の農作物を襲う海外の害虫、

バイオマスの利用）、実験・体験
（自分で組み立ててみよう拍動自動
潅水装置、キーホルダーを作ろう、
麦わら細工で遊ぼうなど）、研究成
果の紹介・展示、農業技術相談、ゲー
ム・クイズ、試食など
【問い合わせ先】
近畿中国四国農業研究センター
四国研究センター連絡調整チーム
　薀0877（62）0800（代表）

◆ 「秋のあそびの日　かりんの森
夢広場」（参加費無料）

◆日時／ 11月3日（月・祝）午後1
時～午後3時30分◆会場／かりん
会館およびその周辺◆内容／秋の
自然を楽しみながら、ご家族での
んびりお過ごしください。「自然
を味わう」「昔のあそび」「つくっ
てあそぶ」「記録に挑戦」など、い
ろいろなあそびのコーナーを用
意しています。◆申し込み先／ま
んのう町教育委員会社会教育課薀
0877（73）0108◆主催／まんのう町
レクリエーション協会、まんのう
町子ども会育成連絡協議会◆後援
／まんのう町教育委員会、まんの
う町ジュニアリーダークラブ
【問い合わせ先】
まんのう町レクリエーション協会
代表：小山雅史
　薀0877（79）3319（FAX 兼用）

◆ 「町民交通傷害保険」に加入しま
しょう！

～家族ぐるみの加入で
万全の交通事故対策～

◆受付期間／ 10月1日～10月31日
◆申し込み先／役場総務課、仲南
支所、琴南支所、美合出張所◆保
険料（掛け金）／一人1,200円（1年
分）◆保険期間／平成20年11月1日
～平成21年10月31日
【問い合わせ先】
まんのう町総務課
　薀0877（73）0100

◆ 平成21年4月入校の身体障害
者訓練生

◆募集対象者／障害者◆募集科目・
募集定員／（1年制）ＯＡシステム
科・20人、グラフィックアート科・20

8月届出分

健やかな成長を・・・（敬称略）

 氏　名 生年月日 保護者名 地区

池
いけ

田
だ

翔
と

夢
む

   7.25 明彦 佐文
山
やま

下
した

紗
さ

采
あや

   7.28 真吾 四條
間
ま

口
ぐち

凜
り

音
ん

   7.31 法弘 山脇
中
なか

河
がわ

梨
り

杏
あん

   8.  5 真一 吉野
増
ます

田
だ

瞬
しゅんすけ

亮   8.  8 登昭 吉野下
常
つね

包
かね

琉
る

可
か

   8.10 一博 炭所西
助
すけ

安
やす

玲
れい

斗
と

   8.11 紀彦 宮田
辰
たつ

巳
み

大
たい

雅
が

   8.13 雅敏 四條
西
にし

丸
まる

堅
けん

紳
しん

   8.14 達雄 造田
寺
てら

嶋
じま

康
こう

生
き

   8.15 英 長尾

8月届出分

ご冥福をお祈りします・・・（敬称略）

 死亡者名 死亡年月日 年齢 地区

千
ち

葉
ば

知
ち

惠
え

子
こ

   8.  1 87 炭所西
山
やま

下
した

　 巧
たくみ

   8.  3 61 買田
三
み

闢
さき

敬
ひろ

之
ゆき

   8.  5 74 買田
白
しら

川
かわ

　 肇
はじめ

   8.  6 56 吉野
秋
あき

山
やま

カズ子
こ

   8.10 69 岸上
竹
たけ

内
うち

雅
まさ

子
こ

   8.10 55 吉野
小
こ

山
やま

秀
ひで

信
のぶ

   8.15 88 岸上
原
はら

岡
おか

静
しず

子
こ

   8.16 84 羽間
香
か

川
がわ

富
とみ

男
お

   8.22 72 後山
栗
くり

田
た

チヱノ   8.24 101 四條
東
ひがしはら

原 　 豊
ゆたか

   8.24 74 造田
大
おお

鹿
しか

博
ひろ

義
よし

   8.25 71 真野
西
にし

山
やま

正
しょう

三
ぞう

   8.28 84 買田
田
た

中
なか

　 驪
たかし

   8.29 89 四條
畑
はた

田
だ

臣
とみ

計
かず

   8.30 57 公文
増
ます

田
だ

　 丞
すすむ

   8.30 85 七箇
山
やま

口
ぐち

一
かず

宣
のり

   8.30 81 四條
※ ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

人、情報ビジネス科・20人、インテリ
アＣＡＤ科・15人、（6カ月制）オフィ
スワーク事務科・15人◆願書受付期
間／（第1回）10月1日（水）～10月30
日（木）、（第2回）12月8日（月）～平成
21年1月22日（木）◆応募書類の提出
先／居住地を管轄する公共職業安
定所◆選考日／（第1回）11月12日
（水）、（第2回）平成21年2月4日（水）
【問い合わせ先】
国立県営兵庫障害者職業能力開発
校　薀072（782）3210
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　労働者（アルバイトを含みま
す。）を一人でも雇っている事業主
は、労働保険（労災保険、雇用保険）
に加入する義務があります。
　平成21年度の年度更新手続きか
ら、申告・納付時期が6月1日から7
月10日までの間に変更になります。
詳細は、平成21年度の年度更新手
続き時期までにお知らせします。
【問い合わせ先】
香川労働局労働保険徴収室
　薀087（811）8917
丸亀労働基準監督署第2課
　薀0877（22）6244
丸亀公共職業安定所
　薀0877（21）8609

～名義貸しにご注意を～
　「『借金をしたいので、名前を貸
してくれ。迷惑はかけない。』と友
人に頼まれ、承諾したところ、私
あてに借金の支払請求書がきた。」
「業者の販売員から、『代金は払わ
なくていいから商品を買ったこと
にして。』と頼まれて、名義を貸し
たら、クレジット会社から自分あ
てに高額な商品代金の請求がき
た。」などの苦情があります。
　名義貸しの場合、無断で名義を
使われた場合と違い、名義人の責
任が問われ、借金や代金を支払わ
なければなりません。安易な名義
貸しはしないようにしましょう。
断る勇気が必要です。
【消費生活に関する相談先】
香川県消費生活センター
　薀087（833）0999

　多重債務は、ちょっとしたきっ

かけから始まります。最初の借金
が返せなくなり、返すための借金
をしていくうちに借入先の数も金
額も膨大になってしまうため、返
済ができなくなってしまいます。
　一人で悩まず、なるべく早く相
談してあなたの解決方法を見つけ
てください。
【相談先】
香川県消費生活センター
（多重債務・ヤミ金融専用）
　薀087（834）0008
中讃県民センター
　薀0877（62）9600
※受付時間／平日午前9時～午後
12時15分、午後1時～午後5時、土
日・祝祭日・年末年始は休み

◆登記無料相談所
　土地、建物の調査、測量、登記
についての相談を受けます。お気
軽にご相談ください。
◆日時／ 10月4日（土）午前10時～
午後3時◆会場／①丸亀市民会館
第5会議室（丸亀市大手町二丁目4
番20号）②善通寺市民会館小第1会
議室（善通寺市文京町三丁目3番1
号）※このほか県下6会場でも同時
開催しています。
共催：香川県土地家屋調査士会、香
川県司法書士会、後援：高松法務局
【問い合わせ先】
香川県土地家屋調査士会
　薀087（821）1836

◆無料調停相談会
◆日時／ 10月8日（水）午前10時～
午後3時◆会場／善通寺市民会館
2階小会議室（善通寺市文京町三丁
目3番1号）◆相談内容／交通事故、
多重債務、土地建物、近隣・家族
問題など
【問い合わせ先】
善通寺調停協会　薀0877（62）0315

◆高松矯正展
◆日時／ 10月11日（土）午前10時
～午後4時、10月12日（日）午前9時
30分～午後3時◆会場／高松刑務
所構内◆内容／矯正施設広報パネ
ル展示、刑務作業製品展示即売、
県警音楽隊による演奏、和太鼓の

演奏、刑務所見学会などを予定。
【問い合わせ先】
高松刑務所　作業部門
　薀087（821）6119

◆ 「平成20年度　体育の日無料開
放」（参加費無料）
◆日時／ 10月13日（月・祝）午前9
時～午後5時◆内容（予定）／陸上競
技（地元選手によるデモンストレー
ション、キッズ陸上ミニ教室、タイ
ムトライアル）、サッカー（フット
サルミニゲーム）、トレーニングルー
ム（無料開放、ミニメディカルチェッ
ク）、スタンプラリー、館内イベン
ト写真展示、スタンド一般開放
【問い合わせ先】
香川県立丸亀競技場
　薀0877（21）5800

◆労働問題おまかせ週間
　無料労働相談会など
　香川県と香川労働局では、解雇、
退職、賃金未払い、労働条件の引
き下げなどの労使関係上のトラブ
ルについて、弁護士などによる無
料労働相談会などを行います。
◆日時／ 10月14日（火）～17日
（金）正午～午後4時◆会場／香川
県庁ギャラリー東館1階◆対象者
／県内の事業所にお勤めの労働
者、使用者◆その他／申し込み不
要。直接会場にお越しください。
◆同時開催／パネル展、香川県労
働委員会事務局職員による夜間電
話相談（午後8時まで）
【問い合わせ先】
香川県労働委員会事務局
　薀087（832）3721

◆「ミンボー出張相談」（無料）
～暴力団などによる不法・不当な

要求被害などの相談～
　財団法人香川県暴力追放運動推
進センターの相談員、弁護士、警
察官が、倒産・破産整理、金銭貸
借、交通事故の示談などの民事問
題に介入する暴力団などや街宣活
動などを行う右翼団体の被害を受
けている方の相談に応じます。秘
密は厳守されますので、お気軽に
ご相談ください。
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香川県消費者生活セン
ターからのお知らせです

多重債務問題でお困りなら

10月は労働保険適用促進月間です

催　し　物



楽しい集い 大川念仏踊

空
に
響
き
渡
る
踊
り
の
は
や
し

　「大川念仏踊」（県指定無形民俗文化財）が７月
13日、大川神社をはじめ、中通八幡神社、新生
の龍王社、天川神社で奉納されました。
　この踊りは、毎年旧暦の６月14日に近い日曜
日に行われ、雨ごいの踊りとして大川神社の氏子
たちによって踊り継がれているものです。
　かねや太鼓、大形のうちわを、それぞれ持った
踊り手たちは、決められた手順に従って舞を踊り
ました。踊り手を取り囲む氏子たちは、「ナームー
アーミ　ドーヤ」と、音頭を取るなどして、踊り
をもり立てました。

伝統の舞を繰り返し披露する踊り手たち

子
供
た
ち
の
交
流
の
場
を
担
う
お
寺

　琴南地区母子愛育会（会長／和泉ナヲエさん）
による「楽しい集い」が７月23日、長光寺（造田）
で行われました。
　この日は、琴南地区の子供たち24人とその保
護者が集い、人権擁護委員９人が中心となり、「人
権かるた」（このかるたの絵は、県内の高校生が
描いています。）や「紙芝居」をしました。
　最後に、人権イメージキャラクターの人KEN
まもる君とあゆみちゃんが登場すると、会場は一
気に盛り上がりました。

「人権かるた」を楽しむ子供たち

竹飯づくり ひまわりまつり

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
導
か
れ
て
「
別
世
界
」
へ

　「ひまわりまつり」が７月20日、帆山公民館と
その周辺で開催されました。
　昨年は、台風の影響で中止になりましたが、こ
の日は昨年と打って変わってうだるような暑さ。
　公民館前に設置されたテントでは、「二宮忠八」
の縁で今回参加した愛媛県の八幡浜高等学校商業
研究部による特産品販売などが行われました。
　近くの別会場では、エリングバード JAZZオー
ケストラなどによる演奏があり、その音色に包ま
れたひまわり畑は、訪れる人たちを別世界へとい
ざないました。

自分のお気に入りの場所を見つけて撮影をする人たち

竹
を
通
し
て
の
異
世
代
間
交
流

　竹細工同好会の皆さんの協力の下、「竹飯づく
り」が７月27日、元神野小学校グラウンドで行
われました。
　参加した親子らは、まず、用意された竹を用い
て、自分の「はし」や「コップ」を、のこぎりや
ナイフなどを使って作りました。
　肝心の竹飯づくりでは、数人の子供たちが代表
して、竹筒の中に具材やだし汁を流し込んだ後、
大人たちがその筒を、針金で鉄の棒につるして焼
きました。
　出来上がった竹飯のあまりのおいしさに、参加
者らは黙々と竹飯を食べていました。

食器も兼ねる竹筒を、二つに割っている様子
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まちのニュース



スポーツの結果 （敬称略） 

休日当番医 
テレフォンサービス　�（73）4400（日・祝日のみ） 1010 Event schedule in October

日程 行事名 時　間 場　所

1日貉 乳幼児健診 13:30～14:30 仲南農改センター

2日貅

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

健康相談 13:30～14:30 照井集会所

3日貊
健康相談 10:00～11:30 満濃保健センター

人権相談 10:00～15:00 長尾会館

6日豺 栄養相談
（要予約薀73-0126） 役場本庁

8日貉
心配ごと相談 9:00～12:00 琴南農改センター

1歳6カ月児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

9日貅

こころの健康相談
（要予約薀73-0126） 役場本庁

身体・知的障害者相談 9:30～11:30 琴南農改センター

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

健康相談 13:30～14:30 本目集会所

身体・知的障害者相談 13:30～16:30 仲南支所

15日貉
骨密度検診 9:30～11:00 琴南農改センター

13:30～15:00 仲南農改センター

16日貅

身体・知的障害者相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

17日貊
行政相談 9:00～12:00 琴南農改センター

骨密度検診 9:30～16:00 満濃農改センター

20日豺 健康相談 13:30～14:30 久保集会所

21日貂
栄養教室
（高血圧症の予防と改善
／要予約薀73-0126）

満濃農改センター

22日貉
行政相談 10:00～15:00 役場本庁

乳幼児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

23日貅

こころの健康相談
（要予約薀73-0126） 琴平ゆうあいの家

精神保健福祉相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

行政相談・心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

法律相談
（要予約／まんのう町社
協薀73-3313）

13:00～16:00 満濃農改センター

24日貊 健康相談 9:30～11:30 佐文公民館

29日貉 ポリオ 13:30～14:30 満濃農改センター

30日貅 未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

日 科 医療機関名 電話番号

5日
内科 いわさき循環器科内科クリニック 75－2700

外科 たかお整形外科医院 75－1127

12日 内科 池田内科医院 73－2366

13日
内科 森内科医院 73－4188

外科 山田外科医院 73－5211

19日 内科 林医院 75－5125

26日
内科 大浦内科消化器科医院 75－1600

外科 松浦外科胃腸科医院 75－3211

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

平成20年  町内の110番119番
区　分 8月中 1月からの累計

交通事故

物損（件） 31（39） 235（259）

人身（件） 17（19） 132（121）

死亡（件） 3（ 0） 5（ 0）

救急出動
火災（件） 5（ 4） 14（ 21）

救急（件） 83（89） 632（618）

（　　）は昨年同期

とき 大会名 場所 結　果

8
月
31
日
豸

第
48
回
香
川
県
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

県
立
武
道
館

【
演
技
競
技
】

小学校低学年の部　第1位  高橋怜那・古市紗也 組

小学校高学年の部　第2位  林田彩花・竹下知里 組

中学校の部　　　　第1位  秋山弥生・家門奈央 組

　　　　　　　　　第2位  松原寿子・貞闊幸余 組

　　　　　　　　　第3位  大岡　光・青野恵里 組

　　　　　　　　　第3位  森本香瑠・白川奈緒子 組

高等学校の部　　　第1位  白川未樹・大岡　響 組

　　　　　　　　　第3位  田坂菜穂・金關百合子 組

【
試
合
競
技
】

小学校低学年の部　第1位  古市　紗也

小学校高学年の部　第2位  竹下　知里

　　　　　　　　　第3位  久保田つぐみ

中学校の部　　　　第1位  秋山　弥生

　　　　　　　　　第2位  森本　香瑠

　　　　　　　　　第3位  貞闊　幸余

　　　　　　　　　第3位  家門　奈央

高等学校の部　　　第2位  大岡　響

一般成年の部　　　第2位  大東　智美

水は限りある
貴重な資源。
ぜひ節水に
ご協力を。

まんのう町水道課
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10月の行事予定・休日当番医・町内の110番119番・スポーツの結果



2008 V
ol.31

O
cto

b
er

10

リサイクル可能な 
大豆油インクを使用しています。 

 
再生紙を使用しています。 

●この広報誌は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。 
　配布についての問い合わせは、まんのう町企画政策課  �（73）0106まで。 

●
発
行
/〒
7
6
6
-0
0
2
2
 香
川
県
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
吉
野
下
4
3
0
番
地
 ま
ん
の
う
町
企
画
政
策
課
  �
0
8
7
7（
7
3
）0
1
0
6
　
●
平
成
2
0
年
1
0
月
1
日
発
行
　
●
印
刷
/（
株
）メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
 

四条小学校記者クラブ 

学校美術館 

気
づ
き
　
考
え
　
実
行
す
る
　

四
条
の
子 

    

　
四
条
小
学
校
は
、

昨
年
度
か
ら
青

少
年
赤
十
字
に

加
盟
し
ま
し
た
。

青
少
年
赤
十
字

の
一
員
と
し
て
人

を
思
い
や
り
、自

分
の
で
き
る
こ
と

に
精
一
杯
取
り
組
め
る
四
条
っ
子
に
な
れ

る
よ
う
、青
少
年
赤
十
字
の
合
い
言
葉「
気

づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」を
全
校
生
の
合

い
言
葉
に
し
て
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

　
六
月
二
十
五
日
に
は
新
し
く
一
年
生
を

迎
え
て
の
青
少
年
赤
十
字
登
録
式
を
、わ

た
し
た
ち
六
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
行
い

ま
し
た
。六
年
生
は
、こ
の
登
録
式
の
準
備

を
進
め
る
前
に
ど
ん
な
会
に
し
た
い
の
か

を
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

「
全
校
生
に
青
少
年
赤
十
字
の
こ
と
を

も
っ
と
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、一

員
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
お
う
」「
全

校
生
が
仲
良
く
な
れ
る
会
に
し
よ
う
」と

い
う
め
あ
て
を
立
て
、い
ろ
い
ろ
な
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。 

　
わ
た
し
は
、赤
十
字
の
創
始
者
ア
ン
リ

ー
デ
ュ
ナ
ン
の
こ
と
を
ク
イ
ズ
で
発
表
し
ま

し
た
。一
年
生
に
も
答
え
や
す
い
ク
イ
ズ
に

な
る
よ
う
資
料
や
発
表
の
仕
方
も
話
し

合
っ
て
工
夫
し
ま
し
た
。わ
た
し
が
思
っ
て

い
た
以
上
に一
生
け
ん
命
に
考
え
て
ク
イ
ズ

に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
他
、赤
十

字
マ
ー
ク
パ
ズ
ル
ゲ
ー
ム
、仲
間
作
り
ゲ
ー
ム
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
赤
十
字
の
こ
と

を
知
り
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
学
年
の
友
達

が
で
き
る
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

青
少
年
赤
十
字
の一
員
と
し
て
各
学
年
で

本
年
度
取
り
組
む
こ
と
や
、学
年
の
め
あ

て
を
発
表
し
合
い
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　
一
学
期
に
は
、募
金
活
動
、ク
リ
ー
ン
活

動
、お
年
寄
り
と
の
交
流
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
だ
け
で
な
く
、着
衣
泳
な
ど

の
健
康
安
全
学
習
も
行
い
ま
し
た
。二
学

期
か
ら
も
全
校
生

み
ん
な
で「
気
づ

き
　
考
え
　
実

行
す
る
」
活
動
に

す
す
ん
で
取
り
組

み
、い
き
い
き
し
た

四
条
小
学
校
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。 

広報誌にお子さんの写真を掲載しませんか？ 
1～3歳のお子さんの写真を募集しています。 

問い合わせ先　企画政策課　�（73）0106

3歳おめでとう� 
毎日、元気いっぱいで楽しく遊ぼうね！ 

ご両親からのメッセージ 

父：博幸さん、母：のり子さん 

たにぐち つかさ 

谷 口  司ちゃん（3歳） 
平成17年7月21日生（東高篠） 

四条小学校  6年 
大 西  真 由 

「私の夏休み」 

琴南小学校  3年 

真 鍋  太 一 

琴南小学校  4年 

中 川  今日子 




